
平成３０年度 第 7 回 岐阜県立多治見病院倫理委員会議事録 

開催日時 平成３０年 １０月 ４日（木）１６時２０分 から １７時１０分 

開催場所 中央診療棟 ３階会議室 
出席者 
 
 
欠席者 

伊藤 淳樹、和田 耕三、松原 千里、大野 元嗣、高田 知二、 
肥田 信子、川村 知子、堀内 正、伊藤 治彦、八田 将志 
 
松葉 英之、石垣 智康、根岸 豊、 

出席状況 
（参加者数／定数） 

 １０名 ／ １３名 

 

議 事 

１ 審査事項 

・受付番号：２０１８－２０ 

わが国における小児死因究明制度の導入に関する後方視的調査（岐阜版）   

（説明者：小児科 根岸 豊(代理：柘植 智史)） 

《審査結果》保留 

（意見）愛知県は何例か。 

（回答）2013年～2014年で 69例。虐待の関連しうる報告と統計が合わない。 

（意見）虐待がわかった場合児相に届出ないという倫理的問題は。 

（回答）個人を特定できなのが前提。虐待の調査でない。家族に同意書をとるが、倫理的に関してはこの研

究上難しい。 

（意見）研究として再調査したら判明する。今の説明だと目を瞑ると・・ 

（回答）関与しないのではなくて、研究として関与しないということ。 

（意見）患者さんご遺族に伝えないのは、許されるのかどうか。出しっぱなしか。 

（意見）診断が間違っていたのか、対応がまずかったのではないかなど・・・そういったことを調べるので

は？悪いことの場合フォードバックは・・・。 

（意見）”個人の特定され得るものは非公開の討議する“とある。聞き取りはしないとある。後から同意を

撤回される場合は、同定できないので破棄することは不可能ですとある。 

（意見）質問をまとめて根岸先生に回答していただく。 

 

・受付番号：２０１８－２１ 

脳腫瘍の進展における遺伝子変化の解析 

（説明者：脳神経外科 椎名 諭(代理：鈴木 啓)） 

《審査結果》承認 

（意見）遺伝子の解析で何がわかるのか。診断ではないのか。 

（回答）研究の目的にあるが、発生や進展をみたいということ。 

（意見）採血するのか。 

（回答）侵襲がないと判断。 

（意見）腫瘍の一部を名古屋大学の脳外科に送ってまとめていろんな施設から集めるといことか。 

（回答）はい。 

 

・受付番号：２０１８－２２ 

岐阜県医療機関を対象とした周術期抗菌薬使用に関する研究 

（説明者：薬剤部 宮部 芳之(代理：堀内 正)） 

《審査結果》承認 

（意見）パスを見ればわかるのか。 

（回答）パスを調べればわかる。個人情報はない。 

（意見）パスがなければ情報は書かなくて良いのか。 

（回答）はい。個別の調査はない。 

 

２ その他 


